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「『こんにちは県議会です』大学生との意見交換会」開催概要 

 

１ 開催日時  令和６年２月９日（金）午後１時30分～午後３時30分 

 

２ 開催場所  県庁議会棟ほか（オンラインによる開催） 

 

３ 出 席 者 

  ＜参加学生＞  

  ○信州大学１名、佐久大学６名、清泉女学院大学３名、長野保健医療大学２名、 

飯田短期大学２名 計14名 

○佐々木 祥二議長、埋橋 茂人副議長 

○広報委員    丸茂 岳人議員、林 和明議員、グレート無茶議員、勝山 秀夫議員、 

         藤岡 義英議員 

 

４ 開催内容  意見交換・懇談、意見・感想等の発表 

 

５ 意見交換会テーマ 
＜Ａグループ＞ 
 「長野県の将来について」、「長野県の観光について」、「東京一極集中について」 
 
＜Ｂグループ＞ 
「地域防災について」、「子育て支援・高齢化に伴う問題について」、「東京一極集中
について」 

 
＜Ｃグループ＞ 
「地域防災について」、「地域における「場づくり」について」、「東京一極集中につ
いて」 
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◯開会  

（司会：埋橋副議長） 

皆さん、こんにちは。定刻となりましたので、ただ今から、「『こんにちは県議会です』大学生との

意見交換会」を開会いたします。 

私は、本日の司会を務めます、長野県議会副議長で、議会広報委員会委員長の埋橋茂人でございます。

どうぞよろしくお願いします。  

 

 

◯長野県議会議長あいさつ・県政報告 

（埋橋副議長） 

それでは、長野県議会を代表いたしまして、佐々木祥二議長から挨拶及び県政報告を申し上げます。 

 佐々木議長、よろしくお願いします。 

 

（佐々木議長） 

皆さん、こんにちは。長野県議会議長の佐々木祥二でございます。 

 本日は、『こんにちは県議会です』を開催いたしましたところ、皆様には、大変お忙しい中、御参加

いただきまして、誠にありがとうございます。 

 私たち長野県下の23選挙区から選出されました議員で構成する県議会には、県民の皆様の思いや考え

を県政に反映させたり、県政の適正な執行を監視するという役割があります。 

 本日は、皆様が日々の学びや生活の中で感じていること、また、考えていることなど、長野県に関す

ることにつきまして、率直な意見交換ができればと、参加議員一同、大変楽しみにしております。 

意見交換に先立ち、せっかくの機会でございますので、少し時間をいただきまして、最近の県議会の

主な取組などについて、御紹介したいと思っております。 

 初めに、県議会と県内大学との包括連携協定についてでございます。 

 県議会と県内の大学や短期大学とが、一緒になって地域課題の解決や魅力ある地域づくり、人材の育

成を進めることを目的といたしまして、連携協定の締結を進めてきております。 

令和元年から始まり、これまで、８大学・３短期大学と締結をさせていただいております。 

本日、御参加いただいている学生の皆さんの学校とは、すでに結んでいたり、まだ結んでいなかった

りと状況は様々でございます。今後も、大学や短期大学の皆さんと協力させていただきながら、目的に

沿った取組を進めていきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。  

次に、最近の県議会の主な取組を紹介させていただきます。 

本県の総人口は2000年の221万５千人をピークに減少が続いております。この２月にも200万人を下回

るのではないかとの報道がありました。県の人口が100万人台になるのは、1973年以来、なんと51年ぶ

りでございます。 
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少子化や人口減少は本県の将来を左右する重要な課題であります。長野県議会といたしましても、令

和３年度に「県民の希望をかなえる少子化対策の推進に関する条例」を制定するなど、少子化や人口減

少の課題に取り組んでまいりました。 

さらに、その取組を加速させるために、昨年６月には、「少子化・人口減少対策調査特別委員会」を

設置させていただきました。今後、行政としての取組状況の調査や、少子化・人口減少対策に係る必要

な提言を行うなど、知事とともに協力をさせていただきながら、この課題に対して全国のトップランナ

ーとなるよう取り組んでまいる所存でございます。 

 参加者の皆さんには、本日の意見交換会を契機に、一層、県議会や県政への関心を深めていただき、

「自分自身が長野県づくりに参加する」という気持ちを持っていただくことを御期待しております。 

本日は、どうぞよろしくお願いをいたします。 

 

 

◯出席議員自己紹介 

（埋橋副議長） 

 それでは、本日の出席議員から自己紹介をいたします。では、順次、私から指名しますので、お願い

します。 

県議会広報委員会副委員長の丸茂岳人議員。 

 

（丸茂議員） 

 こんにちは。今日はよろしくお願いいたします。 

 

（埋橋副議長）  

続きまして、広報委員の林和明議員。 

 

（林議員） 

 林和明と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（埋橋副議長） 

 次に、グレート無茶議員。 

 

（グレート無茶議員） 

 グレート無茶でございます。よろしくお願いします。 
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（埋橋副議長） 

 次に、勝山秀夫議員。 

 

（勝山議員） 

 皆さんこんにちは。勝山秀夫でございます。本日はお世話になります。よろしくお願いいたします。 

 

（埋橋副議長） 

 最後に、藤岡義英議員。 

 

（藤岡議員） 

 藤岡です。よろしくお願いします。 

 

（埋橋副議長） 

 出席議員の紹介は以上であります。 

今回参加いただいた学生の皆様につきましては、恐れ入りますが、先日、メールにより配付しました

名簿により御紹介に代えさせていただきたいと存じます。よろしくお願いします。 

 

 

○進行方法の説明 

（埋橋副議長） 

では、次に意見交換の進行方法について御説明します。 

 これから３つのグループに分かれて意見交換を行います。グループでの意見交換の時間は、80分を予

定しております。進行は各グループの議員が行いますので、御協力をお願いします。 

 最初の70分間は、グループごとに学生の皆さんから出された２つのテーマについて意見交換をお願い

します。１つのテーマを35分程度で進めていただきたいと思います。残り10分になりましたら、私ども

議会から学生の皆さんにお聞きしたいテーマについて意見交換をお願いします。残り時間は画面右上に

表示されますので、参考としてください。 

意見交換の後、各グループで出た意見等について学生の代表者から発表していただくとともに、進行

役以外の議員からも、一言感想を述べていただきたいと思います。この発表時間は、学生、議員合わせ

て６分程度でお願いします。グループごとの意見交換が終了しましたら、最後に全体での意見交換を行

います。 

 意見交換の進行についての説明は以上です。 

 なお、本日実施した内容については、録音、録画させていただき、概要を文書で取りまとめ、写真等

とともに後日、県議会のホームページに掲載するなど、議会広報に活用させていただきますので、よろ
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しくお願いいたします。 

 また、今回はオンラインということで、万全の準備をしておりますが、場合によって御不便をおかけ

することがあるかもしれませんが、皆様の御理解と御協力をお願いします。 

 それでは、意見交換を始めます。事務局でグループ分けを行ってください。 

 

 

○意見交換・懇談（Ａ～Ｃの３グループに分かれて 80分） 

 

 

◯意見・感想等の発表 

（埋橋副議長） 

グループディスカッション、お疲れ様でございました。 

 それでは、各グループごとに６分程度で、発表担当の学生さんとそれぞれの議員から意見交換の内容、

感想を発表してください。 

 それでは、Ａグループから、発表担当の学生さん、お願いします。 

 

（Ａグループ学生） 

 Ａグループは、大きく分けて二つの議題について話をしました。 

まず一つ目としましては、「長野県の将来について」ということで、またそこから細かく３つの議題

に分けながら話し合いをしました。 

一つ目としては長野県で働くメリットとは何だろうという話をしました。実際、大学卒業とともに長

野県から東京などに出て行ってしまうことや、長野県で働く魅力は何だろうというのをそれぞれ学生と

議員さんで話をさせていただきました。長野県から出て行ってしまう原因としては、東京などの方が賃

金が高いというところや、東京の交通手段の多さや華々しさに惹かれて若者が出て行ってしまうのでは

ないか。また、企業の多さなどを魅力的に感じて東京に出て行ってしまう人が多いのではないかという

という意見が出ました。 

そういったところから、どうしたら長野県でもっと若者が働きたくなるかということで、長野県から

出て行ってしまう分、県外から若者をもっと引っ張ってこようという意見が出されました。そのために

は、外部から長野県に来ていただいたときに、こういういいところがあるとしっかり感じてもらえるよ

うな魅力の発信であるとか、長野県の企業のいいところをもっと知ってもらうという意見が出ました。 

また、議員の方から実際に若い女性が長野県から出て行ってしまって帰ってこないという現状がある

というお話をいただいて、そういったことから出生率が低くなってしまって結果的に長野県の人口減少

につながっていってしまうので、そういったことを食い止めるためにももっと魅力を伝えるのが大切な

のではないかという意見に落ち着きました。 
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続いて、50年後の長野県はどうなってしまうのかという話をさせてもらったのですが、これから50年

先を考えるに当たって、今までの50年間の中で何があったのかという事実としては、オリンピックや大

きな災害などがあったように、これから50年間はどうなってしまうのか、どうしていきたいのかという

話をしていきました。その中で、先ほどの話と通ずるものがあるのですが、やはり長野県から人が出て

行ってしまうということであったりとか、もっと長野県に人が来てほしいという話をさせてもらいまし

た。そういった中で、もっと長野県で安心して住み続けられる街づくりをしていくために、福利厚生を

整えていく必要があるのではないかという意見や、年金や子供の福祉といったことをサポートしていく

必要があるのではないか、県外から長野県への引越し代を支援してあげるといった生活面のサポートを

充実していくべきではないかという意見が出ました。 

 続いて３つ目、最後は、県政に興味をもってもらう方法ということで、県の政治に若者の興味があま

りないということであったり、選挙に行かないとか、そういった問題が挙げられていて、その問題をど

のように解決していくかということですけれども、今回の県議会の取組のような若者や学生と議員の方

が直接お話ししたりとか、関わる機会がもっとあるといいのではないかという意見が出ました。 

 実際に、議会と若者が少し距離をとってしまっているのではないかと感じる方が多くて、議員の方は

議員の方で、なんで若者がもっと来てくれないのかと思っていたとか、若者は若者で議員の方に少し距

離を置いてしまったりとか、お互いがそう感じてしまっているということがあるので、お互いがもっと

歩み寄っていくために直接コミュニケーションがとれる機会があるとよいのではないかという意見が出

ました。 

 また、投票をもっとしていきたいという話で、他の自治体の取組として、投票済証を取り入れている

自治体があるそうで、実際に投票するとそういう紙がもらえて、それをコレクションしていったりとか、

そういった方法を取り入れていっても面白いのではないかという意見が出たり、その紙が缶バッジにな

ったりだとか、そういったことを取り入れていくともっとよくなるのではないかという案が出ました。

そういったところで、長野県の将来についてのお話は一旦まとまりました。 

続いて、長野県の観光についてのお話もありました。そこでは、どのようにしたら若者に長野県に興

味をもってもらえるかということで話が進んでいきました。 

まず、若者がどのようなことで長野県に魅力を感じるかという点としては、やはり登山であったりス

キーであったり、あとは、東京からのアクセスがよかったりとか、そういったところでの良さといった

魅力が挙げられました。 

 そういった中でも、やはり若者自体が観光をしないということであったり、長野県は魅力がたくさん

あるけれども、若者がその魅力を感じないとか、実際に行こうとは思わないとか、そういったことが原

因としてあるのではないかといったことが挙げられました。若者が興味を持つ発信の仕方として、もっ

とSNSを充実するということであったり、長野県でもターゲット層に分けた取組というのを様々されて

いると思うが、そこをもっと充実させていくことが大切なのではないかという意見が挙げられました。

以上、長野県の観光についてのお話しでした。 
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最後、東京一極集中についてのテーマですが、一極集中は良いことなのか悪いことなのかという二手

に分かれまして、しょうがないという意見と、一極集中はだめだという意見が出されました。 

しょうがないと思う意見としては、やはり日本が世界で戦っていくためには、どこかで一つ力を費や

すところがないと、お金をかけたりであるとか、専門的な企業のようなところがないと世界で戦ってい

けないという現実があるのではないかとか、実際に大学や企業が集まっている東京に集中するのはしょ

うがないという意見がありました。 

だだ、一方で、絶対に良くないという意見としては、一極集中で集まっている分、そこで災害が起き

たりするとすべて崩れてしまうとか、もっと分散していく工夫が必要なのではないかという意見が出ま

した。重要なものをしっかり保って、文化を続けていくためには、それなりに工夫が必要なのではない

かということで、実際に文化庁が京都に移ったとか、そういう事例が挙げられて、そういった柔軟な分

散型の思考が必要なのではないかという意見がありました。このような意見がＡグループでは出ました。

以上です。 

 

（埋橋副議長） 

ありがとうございました。では、林議員お願いします。 

 

（林議員） 

今、学生さんの方からも事細かに詳細を全て語っていただいたので、私からはあまりないですけれど

も、今、おっしゃっていただいたように、学生の皆さん、若い世代ならではの新しい発想で御提案いた

だきました。今回学生さんの方から若い世代が県政に関心を高める方法ということで御提案いただいた

のですけれども、やはり若い世代が政治に、政治家に期待したいと思えるような政治の在り方というの

をまた改めて考える機会になったなと思いますので、これからも気軽に政治に対して期待してもらいた

いと思っております。ありがとうございました。 

 

（埋橋副議長） 

ありがとうございました。それでは、Ｂグループに移ります。お願いいたします。 

 

（Ｂグループ学生） 

 私たちＢグループでは、主に三つの話題について話しました。 

 一つ目、地域防災についてですけれども、私たちの大学の学部で実習に行った、台風19号災害に遭っ

た佐久市入沢地区というところの、自主防災組織であったり、地域防災に力を入れているという話をま

ず話題として出させていただきました。 

そこから、自分の地域の防災活動の現状と、地域で取り入れるとよい防災活動についてというお話を

提起させていただきました。そこで皆さんから出されたのは、まず、自分の地域や地区では、避難訓練
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とかをあまりやったことがないという声を聞きました。そこで、地域防災の現状としては、地域や地区

での避難訓練などの活動が少ないということと、今後地域で取り入れるとよい防災活動については、避

難訓練の場所を確認したりとか、地区での活動を災害時どうすればよいかというのを皆で知るというと

ころも含めて、活動を増やすということと、具体例として、介護が必要な人とか、高齢者への対応とか

も必要ですし、妊娠している人やお子さんへの対応支援であったり、実際に、災害時の感染対策という

ことも挙げられると思うので、そういう面でも大切だという意見が出されました。 

また、実際に災害が起きてからのことも話に上がって、一時避難場所には大勢入ってきて、まずそこ

から、災害弱者であるとか、カテゴリー別に被災者をスムーズに分けるということも大事だし、物資の

支援とかをどうするか、また、断水とか電気も今回の能登地震の時にも話題になりましたし、そこも備

えることが大切だということも話に上がりました。 

また、身近なことで言うと地区の消防団とか地域間でのコミュニティの関わりというのも今後大切に

しなければいけないことの一つだということも感じました。 

次の話題として、子育て支援ではどういう対策が必要かということも話題に上がりました。そこで大

きく皆さんが話に上げられたのが、経済面での負担が多いということです。そこでどういう対策が必要

かというのは、まずお金の面を手厚くして、経済的に負担が大きい人に支援をする点や、具体的に言う

と、育児の費用とか子育て支援の延長とか、給食費を無償化するということも大事だし、大学までの教

育費の確保を今後考えていってもいいのではないかという意見も出ました。 

三つ目の話題として、高齢化の話題ですけれども、高齢者の運転について、事故が多発していて、免

許を返納した方がいいのではないかというのもありましたし、特に過疎地域では、バスが減ってきてい

るという面でも、今後、配車サービスとかデマンドタクシーも活用していくことがいいのではないかと

いうことも上がりました。配車サービスとかは、スマホのアプリで手配するのが今は主流となっている

のですが、それだと高齢者は難しいのではないかということで、手軽に電話とか、あえて紙を使って、

地域の高齢者の方に、こういうサービスがありますよというのを知らせるというのも大事なのではない

かというのも話題に上がりました。 

最後に、東京一極集中についてですけれども、東京はすごく環境が整っていて、魅力があっていいと

いうメリットもあり、大学とかも多いから若者が都会に行ってしまうんですが、でもそれを防ぐために

も、まず自分たちの地域の魅力を発信するというのも大事だし、大学を首都圏ではなく地方にも広げて

いって、専門分野を学べるところであったり、働ける場所を地方にも多く作ることが、一極集中を防ぐ

ことにもつながるのではないかという話が上がりました。 

また、今日もこうしてズームでやっているように、テレワークなどを今後活用して、東京とか都会に

行かなくても、自宅からであったり地元からテレワークなどを通じて、学校や会社へ行かなくても、個

人で繋いでできるような働き方であったり、勉強の仕方を見出すことが、今後できるのではないかとい

うのも話にあがりました。 

Ｂグループでの話はこのような感じです。以上です。 
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（埋橋副議長） 

ありがとうございました。では、藤岡議員お願いします。 

 

（藤岡議員） 

参加して感じたのは、大学で専門分野を学ばれている学生さんでしたので、自分たちの視点でテーマ

について一つ一つ真剣に深く話されていたことが印象的でした。同時に、政治とか、自分たちと違う分

野のことに関しては、皆さん初めてのズームの交流だったので遠慮されている感じがあったのですけれ

ども、探求心がある皆さんなので、政治や社会など違った分野のことにも目を向けていただいて、また

自分たちの専門分野にも振り返って考えていただければ、さらにもっと広い視野でいろいろなことに問

題意識を持てるのではないかと思いました。逆に私はどの分野も詳しくなかったので、いろいろと教え

ていただけたのと、あと、グループの学生の皆さんが女性だったので、女性の視点でいろいろ話されて

いたのが、自分たち男性の視点で足りない部分を違った視点で考えているのだなと感じました。大変有

意義な時間でした。ありがとうございました。 

 

（埋橋副議長） 

では、Ｃグループの発表担当の学生さん、お願いします。 

 

（Ｃグループ学生） 

 Ｃグループでも、大きく分けて三つのことについて話し合いました。 

一つ目は、地域防災について、防災意識を議題にして話していきました。防災意識を高めるために、

どのような活動をしていけばよいのかという話になったときに、避難訓練をやっていけばいいのではな

いかという意見があったのですけれども、避難訓練は、高齢者の方がその現場まで向かうのが難しいこ

とがあるという意見が出ました。他にも、防災について知らない人が多いので、一般の人に防災意識を

高めるための知識をつけていく難しさということでの話をしました。 

次に、大人と話せる場を設けることについて話しました。大人と話す機会が、自分たちのことを考え

てみたらまったくないという状況で、議員さんとかの話を聞くと、大人たちは若い人たちの意見を聞き

たいということであったり、若い人たちを歓迎する態勢ができているということなのですけれども、そ

ういう機会がまだあまりないということでした。それと、大人と子供たちでは意見が違うということで

あったり、あとは、学生とかが行動していけば大人たちも応えてくれるということが話題として出まし

た。 

最後、東京一極集中についてですけど、自分たちのグループでは、結構地元に残りたいという人が多

くいるということであったり、議員さんの話でも、地元に残りたいという人が多くいるという話だった

のですけれども、議員さんから見ると、長野県の雰囲気は堅苦しいところがあるということであったり、
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東京から戻ってきにくい雰囲気が少しあるのかなという話をされていたので、そういったことについて

考えていきました。短いですけれども、これで終わります。 

 

（埋橋副議長） 

ありがとうございました。本当に御熱心に自分たちの問題にいろいろな見解をいただいてありがとう

ございました。次に勝山議員お願いします。 

 

（勝山議員） 

ありがとうございます。感想を述べさせていただきます。 

最初に地域の防災について、防災意識の低い人と高い人のギャップを埋めるには自分たちはどうすれ

ばいいかということについて議論をさせていただきました。そういう角度で意識の高い学生さんと議論

ができたことは意義があったと思います。 

次の話題として、大人と話せる場所が欲しいということで、意見交換をして、自分を深めたいという

ことや、もっともっと探求したい、いろいろな人と会って、いろいろな情報が知りたいとか、積極的に

自分からコミュニケーションをとって自分を高めたいという意識が高くて、正直感動しました。そこか

ら少し脱線した話ですけれども、大学間でもっともっと交流できたらいいなとか、あと自分で学んでい

ることを話し合えたりとか、文化祭に招待し合ったりとか、学業で困ったことのあるあるを学生同士で

話し合えたりとか、そういったことが実現できたら面白いなと感じました。 

東京一極集中の話ですけれども、私のグループの皆さんは、ほぼ地元に残りたいとか、地元に帰って

きたいということで、どうしてかなと理由を聞いたら、家族が好きなんだと、家族の仲がよくて困った

ら家族に助けてもらいたいとか、家族と一緒にいたいんだなということを感じました。 

あとは、飯田に住んでいる方で、飯田の市長さんや薬剤師さんとか大人といろいろ話して、話を聞い

て、この地域に貢献したいというのがあって、地元愛が芽生えたんだなと思って、すごく意識の高い学

生さんと話をさせていただいてとても参考になりました。ありがとうございました。 

 

（埋橋副議長） 

 ありがとうございました。これで３グループの学生さんと議員からの意見集約を終わらせていただき

ます。 

 

○議長所感 

（埋橋副議長） 

最後に、佐々木議長から、今回の意見交換を踏まえての感想とお礼の御挨拶を申し上げます。 

佐々木議長、お願いします。 
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（佐々木議長）  

今日はありがとうございました。本日は、限られた時間の中で、活発な意見交換ができたことに誠に

感謝申し上げる次第です。皆さんの様々な思いや考えを聞くことができて、大変有意義な時間だったか

なと思いました。 

私が参加しましたグループでは、長野県の将来について、長野県の観光についてをテーマに意見交換 

をさせていただきましたが、これはまさに、県議会としても最優先に考えていかなければならないテー

マの一つでありました。私たち議員も、日々考えておりますが、本日、若い世代の皆さんの御意見をお

聞きする中で、いくつもの新しい「気づき」を与えていただきました。人口減少が進む中にあっても、

若者や女性から選ばれる活力のある長野県として持続発展させていくため、しっかり、これからも取り

組んでまいる所存であります。 

そうしたことから、私たち議員は、本日、いただいた意見や視点を受け止めまして、大いに参考にさ

せていただき、今後の議会活動に活かしてまいりたいと思っております。 

皆さんには本日をきっかけとして、県議会、県政に一層関心を持っていただくことを御期待いたしま

すとともに、前途有望な皆様のこれからの御活躍を御祈念申し上げまして、お礼の挨拶とさせていただ

きます。本日は誠にありがとうございました。 

 

（埋橋副議長） 

佐々木議長、ありがとうございました。 

 

○閉会 

（埋橋副議長） 

今日はたまたま信濃毎日新聞の朝刊で「私の防災対策と提言」ということで記事が出ているので、御

覧になったと思いますけれども、タイムリーな議題になりました。ありがとうございました。 

 以上をもちまして、『こんにちは県議会です』大学生との意見交換会を終了いたします。 

 学生の皆様におかれましては、長時間にわたり熱心に御参加いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 


